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６ 共同企業体の構成員の数、資格要件等
 構成員の数 ２社とする。
 構成員の組合せ 当局による一般競争参加
資格のうち「港湾土木工事」に係る競争参加
資格を有する者の組合せとする。
 構成員の資格要件 全ての構成員が、本工
事に係る入札公告に定められた「競争参加資
格」に掲げる条件を満たす者とする。
 出資比率 全ての構成員が、30％以上の出
資比率でなければならない。
 代表者の要件 代表者は、より大きな施工
能力を有し、かつ、出資比率が構成員中最大
である者とする。
 有効期間 特定建設工事共同企業体の有効
期間は、次の各号に掲げる者の区分に応じ当
該各号に定める期間とする。
１）発注工事の契約の相手方となった者 競
争参加資格が有ると認定した時から工事の
請負代金の完成払をした時まで。
２）発注工事の契約の相手方とならなかった
者 競争参加資格が有ると認定した時から
契約の相手方が確定した時まで。

７ 資格審査申請書類
 一般競争（指名競争）参加資格審査申請書
 共同企業体等調書
 経審結果通知書の写し
※令和３・４年度の競争参加資格審査の申請
において用いたものに限る。

 共同企業体協定書の写し
８ 資格審査結果の通知
資格審査の結果は、特定建設工事共同企業体
資格認定通知書により通知する。
９ その他
 共同企業体の名称は、「〇〇〇・ （会
社名等）特定建設工事共同企業体」とする。
 共同企業体の資格審査申請をする者は、併
せて支出負担行為担当官沖縄総合事務局開発
建設部長 中島 洋 が公告する入札参加
資格の認定を受けること。
 申請手続について不明な点があれば、次に
照会すること。
５に同じ

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和３年１月 25 日

国立研究開発法人情報通信研究機構
契約担当理事 井上 知義

◎調達機関番号 816 ◎所在地番号 13
１ 調達内容
 品目分類番号 15、29
 導入計画物品及び数量
 （仮）Beyond ５Ｇ／IoT機能検証シス
テム（基幹部）１式（据付け、配線、調整
等を含む。） 一式
 （仮）Beyond ５Ｇ／IoT機能検証シス
テム（モバイルシステム部）１式（据付け、
配線、調整等を含む。） 一式
 （仮）Beyond ５Ｇ／IoT機能検証基盤
装置 １式（据付け、配線、調整等を含む。）
一式

 調達方法 購入等
 納入予定時期 令和３年度第１・四半期
 調達に必要とされる基本的な要求要件
 将来のBeyond ５Ｇが高い信頼性・可塑
性と低遅延を確保するため、例えば、持続
可能な社会基盤の確保やアクセス集中によ
る輻輳、災害時のＩＣＴシステムの移動等
に柔軟に対処して性能を確保するネット
ワークインフラであるため、機能仮想化、
機能自動移行、ソフトウェアスイッチとそ
のアクセラレーション、運用管理自動化等
のBeyond ５Ｇの基幹ネットワークインフ
ラシステムの研究開発に用いることができ
ること。
 将来のBeyond ５Ｇが高い信頼性・可塑
性と低遅延を確保するため、モバイルネッ
トワークインフラシステム（コア、アクセ
ス、エッジ、スライシング）を対象とし、
オープンソース（Open Source Software）
を活用し、仮想化、クラウドネイティブ、

ハードウェアアクセラレーション、ネット
ワークプログラマビリティ、ＡＩ自動化運
用管理等のBeyond ５Ｇのネットワークイ
ンフラシステムの研究開発に用いることが
できること。
 サーバ、ストレージ、基幹ノード、ＤＣ
スイッチ（ホワイトボックススイッチ、エッ
ジスイッチ等）、５Ｇ・インターネット計
測機類、および、ソフトウェア類として、
仮想化・クラウド管理ソフトウェア、計測
ソフトウェア等、高い信頼性や可塑性、低
遅延性を確保するためのネットワークイン
フラシステムの研究開発検証に用いること
ができること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和３年２月25日17時
00分まで必着のこと。
 提出先 〒1848795 東京都小金井市貫井
北町４２１ 情報通信研究機構ソーシャ
ルイノベーションユニット総合テストベッド
研究開発推進センター 的塲 真一 電話
0423275491

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和３年１月25日から令和３年
２月25日まで。
 交付場所 情報通信研究機構ホームページ
の調達情報よりダウンロードして入手するこ
と。

４ 説明会の開催 なし。
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 15, 29

 Nature and quantity of the products to be

purchased :

 Beyond 5G／IoT function verification
system (core network part), 1 set

 Beyond 5G／IoT function verification
system (mobile system part), 1 set

 Equipment for Beyond 5G/IoT function

verification, 1 set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

 To ensure high reliability, elasticity

and low latency for future Beyond 5G,

e.g., to build a network infrastructure

that secures sustainable societal in‑

frastructure and performance by flexibly

operating with movement of ICT systems

in the event of congestion caused by con‑

centrated access and a disaster, a re‑

quested system can be used for research

and development of Beyond 5G core net‑

work infrastructure systems such as func‑

tion virtualization, function automatic

migration, software switches and their

acceleration, and operation and manage‑

ment automation

 To ensure high reliability, elasticity

and low latency for future Beyond 5G, for

mobile network infrastructure systems

(core, access, edge, slicing), a requested

system is built using open source soft‑

ware partly and it can be used to re‑

search and develop Beyond 5G network

infrastructure systems such as virtualiza‑

tion, cloud native, hardware acceleration,

network programmability, and AI auto‑

mated operation and management.

 Servers, storage, core nodes, DC switc‑

hes (white box switches, edge switches,

etc.), 5G／Internet measuring in‑

struments, and software such as vir‑

tualization／cloud management software
and measuring software that can be used

for R＆D verification of network in‑

frastructure systems for ensuring high re‑

liability, elasticity, and low latency

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 25 February 2021

 Contact point for the notice : Shinichi

Matoba, ICT Testbed Research and Devel‑

opment Promotion Center, Social Innova‑

tion Unit, National Institute of Information

and Communications Technology, 421
Nukui‑Kitamachi Koganei‑shi Tokyo 184
8795 Japan TEL 0423275491
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